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’

核 は隣 の 下 方 に 存 在 し叉狹 　　
’
　　　

ttt
　 B　 識 誘 湖 産　；　　 ．．、、

一

小 で
’
あ る。 省ほ 蛙 上 下 爾翰

層 は 、 鱗 の 側方 で 接 觸 し て 1

ゐ な い か ら、 其 の 中間 に 稍

や 透 明 な 無 輪 區域 を備 へ て

ゐ る
。 　三又1｛翰層 は 殊 に 太 く

鮮 明な 場合 も少 くな Vb
。 然

る に 諏 訪 湖産 で は 鱗上 の 翰

層 は 、 核 の ：上 下 を通 じて 數

に 甚 しい 懸 隔 や 細 太 の 區 別

も 少 v ・

。 即 ち上 方 に は 17乃

至 20 輪眉 、 叉上方 に は 11

乃 至 12 翰層 が あ つ て 、 核 も鱗 の 下 に 偏 す る こ と もな く
、 其 の 形 も大で ある

。

且 つ 上 下 の 兩輪暦 は 互 tc接觸 して
、 其 の 問に 塞隙 を存 す る こ とが な い

。
∫

一 期 る 鱗 の 差異 は
、 體長 8．5糎 の 前 か ら 已 に 多少 は 割 然 して ゐ る が 、

9 糎 以上 一

之 な る と愈 顯 著 と な る 次 第 で あ る 。 鱗 は 體 の 保護機關 で あ つ て
、 直接 外 界 の 刺

戟 帥 ち 環 境 の 變 化 に 照 應 し
、 魚 の 生 命 を し て 安康 な ら しむ る使 命 を有 す る もの

で あ る か ら
、 其 の 變 異は v 乃 ち環 境 の 影 響 と淘 冶 と に 據 つ て 享 げ た もの と

、 考
一

定 す る を姿 當 と し な けれ ば な ら な VO
。 然 し何故 に 鱗上 の 輪屠 が 、 斯 く新 に 布置

せ らる 女 様 に な つ 麦 か 、 叉 果 して それ が 魚 の 生存 に 如 何 な る 囓 利 を齎 す棲 に な

る か は
、 頗 る 困難 な 問 題 で 容 易 に 釋 明 は 出來 な い

。

　兎 tc角 諏 訪湖 ワ カ ず ギ を原産地 産と 酸 査 して 知 つ た
、 體格 の 變異少 く と も頭一

部 の 特殊 の 形歌 と 鱗 の 性質 と は
，
．諏 訪湖 と云 ふ 新境遇 に 順化 す る こ と か ら得k

も の で あ つ て
、 皀防 其 の 原始性質 か ら偏倚 し た特 徴 と 云 ふ べ き もの で か る 。 若

し此 性 質が 固 定 し遺傳 す る樣 な こ と が あ れ ば
、 諏訪湖 ワ カ サ ギ は 純然 た る一 種．

族 と な る譯 で あ る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・　 　 　 　 ・

　筆 る擱 くに 臨 み 、 本 研究 に 資料 を 供給せ られ て
、 多 大 め同情 を辱 ふ した 、 河 、

合巖君 及び 太田 知度 君 に 戚謝 の 意 を表 す る
。 　　　　　

T ’
，　　　　 ．　　 ．

　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （大 正 十 五 年 三 月二 十 日 稿｝　 ，

臺灣産淡水魚の 一 新種
「 V ゲ ウ ナ ギ 、

（大 正 十 五 年 五 月ニ ロ 受 短 ｝

理 學博士 大 島 正 滿

大 正 11 年 8 月臺灣總督 府 淡水 養 殖 試驗 場長 小林 彦四郎氏 よ り 同試驗場所在こ
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地 所新 竹州霽貍附 近 の 細流 に 於 て 捕獲 せ ．る 鰻 に 類似 せ る 珍 魚 皇尾 を惠與 せ られ

．た る が
， 頃者 閑 を 得 て 之 を檢 査 せ る結 果 、 右 は 印度 及び 馬 來地 方 ．め 淡水 に 發 見

せ ら る k 厳 駐sLac 壱mbelidae に 屬 す：る 魚 族 に して
、 我 勇〜領域 竝 Ptに 支 那朝鮮等 に

は 未 だ 嘗 つ て 發 見せ 一られ た る 事 な き もの な る 事 を知 る を as−ke 。 且 つ 5（＃．形 態

鯔 既 に 記 載せ ら れ た 礪 の も の 碪 し 俣 な 蟆 鞭 た 碍 鵜 餘 弊
き

を以 て
、 茲 に 本 魚 に 附 す る に F ゲ ウ ナ ギ の 名稱 を 以 て し左 に 其 特徴 を記 載 す る

事 と な さ ん と す
。 　　 ．

　Mastacembelidae ．に 包容せ らる よ 魚 族 は 其 外 見鰻 に 酷 似 せ る の み な、らす 、
日

部竝 び に 鰓 の 構造 を 初 め と し腹 鰭 を缺 如 せ る 點 憂 び 内 部 諸 器官 の 構造 等之 を 鰻

と 呼 ぶ も敢 て 不 當 に 非 ざ る事 を 明 示 す c 只 普 通 の 鰻 と 著 し く異 な るは 、 背鰭 の

前 牢 部一
列 の 棘條 に 變 化せ る事 と

、 尾鰭 の 前方 に 鋭 ぎ 3 個 の 韓 條 を備ふ 事之 な

b
。

　前記 小 林 氏 は 本 魚 の 探卵 孵 化 に 成 功 せ る や に 記 憶せ る が 果 して 然 り と せ ば 海

申 に 移行 せ す し て 産卵 す る 黙に 於 て 本 魚 は 又普 逋 の 鰻 と 其 撰 を異 に す る もの と

云 ふ を得 べ し
。

　　　Fami 工y　Mastacembelidae．　　　　　　　　　　　　一　・　　　　　　　 ・　　　’

　　　
−Genus 　j血8観 6儡 ろθ廳 Cuv ．＆ VAb．

・　 1763・M ／astacembatus （｝盈 om “
・
，
　Zoophyl

亨R ユ33．

・
’t
　

］S29・ MastaeerpbeZu・“．　Cvv・．＆，　VALr 　H 城 Na 転 Poiss
り
Vlll

，　P護 52．｛reviv 碪1　pnep 曄 〉・

　 ．ト ゲ ウ ナ ギ が 屬 す る 1脆 蹴 岬 励 扉洲 なる 屬名 は 最初 GRONAw に よ り て 附 せ ら

れ た る もの な れ ど も、 後 CUVIER ＆ VA 丗 NC 甅 NNES は 其際．記 載せ られ た る 二 種

の 内 6や削d魁 鯢 α 幅 覦 砒 mBLOCH を 野 イ フ
’
と す る もの に Rhv．　nchob 〔teUα な る屬

名 を興 へ （塑碗 副 凱 8蜘 α 醜 W 且 LBAUM を タ イ ブ と す る もの に Mastacembel・thgtな

る 屬 名 を 與 ふ る 事 に 其意 義 を限 定 せ IJ　
e

　GRONOW に 先 だ ち KiEI ］
r は 之 と全 く異 なれ る魚 族 に 對 して 娜 α S齔 詔 盟 舵諏S な

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 1

る 名 稱 を 與 へ た る が
、
1758 年 以 前帥 ち リ ン ネ の 分類綱目 以 前 の 名 稱 を 是 認 す

る BI・EEKER は KE 出 の 意義 を繼 承 し ．ljastacembelits，な る 屬名 を．　TylOSte）
’Ub’馬

の 魚類 に 與 へ た る が 故 に 其 問 多少 の 混 亂 を惹 起 せ り
。
B エEEKER の 丈 獻 を手 に

す る 場 合 は 此 點 に 注 意 す る を要 す
。

　　 MTasimcembelms　Kohav．　ashiri　sp ．　nov ．　 ト ゲ ウ ナ ギ （新 稱 ）

　 尾 鰭 を除 け る體長 は 頭 長 （吻部 突 起を除 く）の 6・19倍1 體高の 10．04倍 。 背

鰭 34 棘 條、
54の 軟 條 、 臀鰭 3 棘條 、

5  （？）軟條 、 胸鰭 2  軟條 。 頭 長は 頭 鱸の

3．55倍 、 頭 高の 2．45 碚 、 吻 長 の 3．65 倍 、 眼 徑 の 11倍 、 眼 問距 離 の 14・6e 倍 、

胸 鰭 の ｛倍 、 尾鰭 の 3．65 倍 を算 す
。

　體細 長 に して 稍 高 く其默鰻 に 似艇 り
。 ．犀部 に 近 づ くに 從 瑛 て 著 し く側 扇せ る
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が 軆 の 前宇部 は 後年 部 に比 して 細 く尖 れ b
。 肛 門部に 於 け る 饐高最 も大 な il　e

頭 部比 綾 的 細 長 に して 吻 部長 く尖 れ り其先端 柔軟 に して 下 垂 し下顎 の 先端 を覆

へ り尖 出部 の 末 端 は 鏡 く尖 り共 兩側 に 圓柱袱 を な せ る 肉質 の 突起物 を 備ふ 。 吻

端 下 面卒滑 な り。

・下 顎は 上顎 に 比 して 僅 に 短か し
。

ロ は 廣 く斜 に 開 き 日 角眼窩
’

の 前隷 を通過 す る垂 直 線 に 達 す
。 屠は 薄 し

。 上 下 爾顎 共に 微細 に して 鏡 く尖れ

る 齒群 を備ふ 各齒 の 先端 孰れ も後 屈 せ る が 其大 さ は 前方 に 近づ くに 從 っ て 大 な

　b
。 眼 は 小 な り前 方 頭 頂 に 近 く位 す e 眼 前下 方 に 鏡 く尖 れ る 1個 の 棘 あ り尖蝿

後方 に 向 ひ て 眼下 に 逹す 。 雨鰓 蓋 の 後線 は 李滑に して 齒 献 をな さす 。 劔 孔 稍下

方 に 位 し其 前端前鰓蓋 の 後角下 部 va達 す
。

　 體 鱗 極 め て 小 さく し て 醴 を密 着 す
。 吻 部竝 び に 下 面 を餘 き頭 部拡 細鱗 を以 え

覆 は る
。 側 隷 は 初 め 體 の 上 部 を走 りて 漸 次 下 降 し尾 部 に 於 て は其 中央 部 を走 る

。

　 背鰭 尾鰭及び 臀鰭 は 相連績 して 其境界 を 定 め 難 し
。 背鰭 の 練條 部 は 軟條 部 に

比 して 遙 に 長 し第
一

鯨 條 は 胸鰭 の 三 芬の 二 に 位す る 點の 上位 に 着 生 す棘條 の 長
←

さ は 後方 に 近 づ くに 從 ぴ て 墳 大 す
。 臀鰭 棘條 は 背 鰭 蕀 條 に 比 し て 強大 な り 第二

棘 最大 な り軟條 部 は 背鰭軟條 部 と其 長 さ を等ふ す
。 胸鰭 は 圓 く廣 く して 短か し

腹 面 に 近 く着 生す
。 腹鰭 無 し。

　 酒精漬標 本に 就 て 之 を見 る に 、 體 の 側面褐色 を帯 び た る 荻色 を呈 し處 々 に 微

細 な る黄斑 を交 ゆ尾 部 に 於 て は 其 黄斑 相連 な りて 稍明 な る 縱條 と な る
。 眼 の 直

上 に 起 り背鰭 の 兩側 に 沿 ひ て 尾部に 逹 す る淡 黄色 の 横條 あ り背 部 中央 線 に 沿 ひ

雲献 をなせ る 小黒點 の 散保 す る を見 る
。 頭 部下 面及 び 腹 面 は 白色 va近 し

。 背鰭

尾鰭 竝 び に 臀鰭 は 茨 色な り多數 の 小 黄斑 を有 す 兩 者 の 外縁 共 に 帶 黄 白 色 を呈

す
。 胸鰭 は 白 色な り

。

　 頭 部 tc於 て は 吻端 よ り眼 窩 を越 へ て 前鰓蓋 の 後 角 に 達 す る 黒條 あ りe

　 醴 の 全長 142c 皿 に 達 す 。

　 右 は 大 正 11 年 8 月 7 日新竹 州霄裡に 於 て 探集 せ られ た る 2 尾 の 内其小 な る

も の に 就 て の 託 載 な 6 が 崟長 195　em に 逹 せ る大 な る もの は 體の 全 面 帶褐荻 色

に し て 黄 斑黄條明 な らす 背鰭 は 35錬條 54の 歙 條臀鰭 は 三 棘ec　45（？）軟條 を算

せ り
。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　　　 ．　　

y

．

　 lfastaeembelusに 屬す る種類 の 中 に は尾鰭 と背鰭 並 び に 臀鰭 と の 分界明 な る もの あ サ。 叉 三 者連綾 し

て 其分 界明 な らざ る もの あ りe 後者に 屬す る もの 即ち 本種 と 同
一

部 類 に 屬す る匿知 種 に は 左 の 6 種あ り o

　 　 　 ，IL　arm αtus　L．tC豆pkDE ，　 産地 　印 度 、錫蘭 、緬甸

　 　　逗 ．9μ岬 7〜画 DAy ．　 彦地　印 度 マ ラ バ ー海岸

　 　 　 一lf．画 η 〔琳 （WA ［ BAUM ）t　 産地　ア フ ガ ニ ス ダ ソ

　 　 　 ）L　er．vthrσfaen
・iα　BLEEKER ・　 産地 　ボ ル ネす

　 　　］f，α崢 ‘8G 泳 田 ER ，　 産地 　暹 羅

　 　　．u ．面 〜〜嬾 ‘F・WL 肌 　 産地 ・ボ：iレ ネ オ　ー
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　本 種 と之 等 と 著 し く相逹せ る重な る黥 ま背 鰭 諏 噌 鰭 の 鱇 數 なる事 左 に 承 す
　 　 　 　 　 も　 　
が コ如 し

。　　　　　　　　　　　　　　・　 ・　　　　　　』　　　 ： 二 ・
’
　　　　 、・一

・　　一　 ：ミ

　　菰 αr？脇 鯱 M ．　guentheri　M ．　simadle 　M ．卿 伽 o如 6厩 α M ・argus　M ：．
’
eaella7ut

D ．32−39174−9‘　2「7
−30／60

−74　32
−34180　　34

−37！7（F75 　　　　32メ60　．、28158〈？）
．’

l

A ．　　3！75−SS　　　　3／62−75　　　　3180　　　　　　　3！71　　　　　　　　3／
’
56　　　　3〆65（？）

　即 ち本 種 は D ，34−35154， A ，　3／45
−5  な る を 以 て 其條 數既知 種 に 比 して 箸 し

一

く．尠 な し。
DAY は 此 種 の 魚 類 は 食 用 に 供 し て 其價値大 な る 旨 を記 逋せ る が 果

二して 然 る や 否 や 本 種 は 只 僅 に 數 尾 を得尢 る に 辻 ま る を以 て 茲 に 食用魚 と して

1の 價値 を別 斷 す る怯 難 し 。　　　　　　 ：　　 ．
’
　 ・ ．　 ．．

t

　 ．　∵　　　　
’
1

　群 臨 旗 融 る標本蠣 撫 帥 た S ・1・Pt彦vaaSKr・ 對 し て．e謝 の 意 嫉 ％ 　 　 ∴

』
．
’

　　　　　　　　　　　　　　誇 ， 話 　
’

　
E

∫．、
齟1

　 ・　　　 馬 來 小 區 の 有 蹄 類 く其 の 四）
・
　 ．　 ．

一
　1．i

　　　　　 、．t 　 　 　 理 學 博 士 　飯 　 塚
・
　 啓

　　　　　　　　　　　 第三 亞 昌　
’
偶踊 類 の 績 き

‘1 ： 、

　　　　　　　　　　　・ 1
鹿

・科 噛FI血 1，　Cervidae）：　
t
’
．一

　此 の 科 に 屬 す る も の を眞 の 鹿類 と 云 ふ
、 其 の 角 は骨 質 に して ・一 定 の 時 期 に至

れ ば 交
．
脱 す 。 鹿類 は 地 球 上 大 概 の 地 方 に は 褄 息 す る・もの な る が

、 璽 弗 利 加 斟 ま

之 を産せ す 、 N 濠 太 良 利 亜 の 如 き は 鹿 類 の み な らす 有 蹄 類に 屬 する ・動 物 は 至 く

産 せ ざ る の 地 方な り
。 而 し て 馬 來 小駐 に 於 て は Rusa （or　Sambur ）と ．M 　untj 　aeS

と を産 す る な り
。 今 便 宜 上 此 等雨者 の 區 別 の 要 點 を摘記 す れ ば 次 の 如 し。

　　 第 一　肩 の 高 さ 2 尺 以 上 に し て h

’
角は 長 く通常 三 枝 を有 し短 き基　　 1

　　　　　部 を備ふ
、 懸蹄 は大 な lj

、
．雄 の 上 顎 の 犬齒 は 小 形 に して 牙

’．”

　　　　　 歌 を 呈 す る ζ と な し
。

…… ・… ・… … ・… ・… ・… … …
∵

… 一 漉 屬 （0 θr欄 エ

　　 第二 　肩 の 長 さ 2 尺 以下 に し て
、 鶉 は 逋常二 枝 を有 し 、 頗 る長 き　　 ．1

　　　　　 基 部 を備 ふ
、 懸 蹄 は 小 形 な り

、 雄 の 上 va　b 犬齒 は 大 に して

　　　　　牙 駄 を呈 す
。

… … ・… … … ∴・・：一… … ・・一一…．・・・・… ム ン チ ャ ク 屬 （Muntincms）．

　 鹿角 を記 載 す るに 當 り
、

』
其第 一枝即 ち最下 位 に あ る枝 を 琢ρw 唄n じ と 云 A 二

第二 枝 を Bez−tin・ と 云 ふ 、 次 に 主軸 皀卩ち B ・脚 頂：eeを S壁・  ）ral．叉；は CrΩ唾
と呼 ぶ

、 而 して Sambur 鹿 に あ e て は 此 の 内第 二 枝 （Bez・tine）を敏 くも歪 な 転

薄常 Sa珥 bgr 一鹿 に 於 て 第三 枝 （野 ez一むine） と稱 する 嫁主軸 の 頂竭 の 更 に 分岐 し

之 る もの ∫と
’
見緻 す 可 窪 な 加 故 を以 て 此 の 場 合 に 於 て 拡 　Sambur 鹿の 角 は

一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


